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略歴

1950年 1月 東京生まれ

1974年3月 東京大学教育学部卒業

1977年3月 東京大学大学院教育学研究科修士課程修了

1982年3月 東京大学大学院教育学研究科博士課程単位取得満期退学

1983年4月～1984年3月 日本学術振興会特別研究員

1984年4月～1995年3月 法政大学文学部講師・助教授・教授

1995年4月～2005年3月 東京都立大学人文学部教授

2005年4月～2015年3月 首都大学東京都市教養学部人文・社会系教授

非常勤講師歴等

東京電機大学理工学部、埼玉大学教育学部、東京都立大学人文学部、東京大

学教育学部、東京大学教育学研究科、東京大学教養学部、法政大学文学部、

名古屋大学教育学研究科、北海道大学教育学院、京都大学教育学研究科、日

本学術振興会学術システム研究センター研究員

主な学会役職等

日本学術会議連携会員、日本教育学会常任理事・法人理事・教育学研究編集

委員長・事務局長、日本生活指導学会理事、日本教育政策学会理事、教育科

学研究会常任委員・事務局長

主な組合役職等

首都大学東京労働組合委員長・副委員長、都立大学・短期大学教職員組合委

員長・副委員長、法政大学教職員組合中央委員・委員長代行
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【著書】

『講座日本の学力 11巻・道徳と教育』（共著）「青年期と道徳性の発達」、日

本標準、 1979

『大学入試制度の教育学的研究』（共著）日本教育学会入試制度研究委員会編、

東京大学出版会、 1983

『自立にむかう旅』（高校生の本 1) （単著）、大月書店、 1986

『私たちの進路と社会』（高校生の本 4) （共著）、大見書店、 1987

『世界の中の私たち』（高校生の本 5) （共著）、大月書店、 1987

『岩波講座教育の方法 5・子どもの生活と人間形成』（共著）岩波書店、 1987

『日本の教育と企業社会』大月書店（単著）、 1990

『発達と学習』（共著）「思春期の発達」、学文社、 1990

『数学と私たち（高校で何を学ぶか3）』（共著）、大月書店、 1990

『シリーズ 中学生高校生の発達と教育（全3巻）』（共著）「受験・進路」「ア

ルバイ ト」（第1巻『若者たちの現在』） 「若者たちの仕事と生活」「学校は

これでいいか」（第3巻『学校をつくりかえる』）、岩波書店、 1990

『現代社会と教育第l巻現代と人間』（共著）「現代の産業社会と競争一競争

構造の一元性と多元性J、教育科学研究会編、大月書店、 1993

Youth, Education and Illフ，rk. （共著） Education as a foundation for work? 

“The efficiency and problem of the Japanese Upper secondary school”， 

Bash, L. & Green, A. eds. ,Kogan Page,London, 1995 

『講座高校教育改革第1巻高校教育は何をめざすのか』（共著）「戦後高校教

育の現在」、労働旬報社、 1995

『現代日本社会論』（共著）「教育政策・教育運動」、労働旬報社、 1996

『講座学校第4巻子どもの癒しと学校』（共著）「進路選択とアイデンティテ

ィの形成一 『分化を遅らせる』進路選択理念の再検討J、柏書房、 1996
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『講座現代日本第3巻日本社会の再編と矛盾』（共著）「企業社会の再編成と

教育の競争構造j、大月書店、 1997

『講座現代日本第4巻日本社会の対応と構想、』（共著）「90年代における学

校改変と教育運動の課題」、大月書店、 1997

『岩波講座現代の教育第9巻教育の政治経済学』（共著）「教育の機会均等と

平等をめぐって」、岩波書店、 1998

『異議あり 1都立高校の統廃合』（共著）都立高校のいまを考える全都連絡会

編集委員会編、高文研、 2001

『揺らぐ（学校から仕事へ〉 一労働市場の変容と 10代』（共著）「若者たちの

労働市場のいま一『学校から仕事へ』の移行過程変容の性格と課題 J「若

者たちの『学校から仕事へ』を支える公共システムーイギリスの場合一」、

青木書店、 2002

『18歳の今を生きぬく一高卒1年目の選択』（編著）、青木書店、 2006

『不安定を生きる若者たち 日英比較 フリーター・ニート・失業』（編著）、

大月書店、 2006

Handbook of Youth and Young Adult; New perspectives and哩endas.Cc決

著）“問ETs,Freeters and flexibility. Reflecting precarious situations 

in the new labour market”， Furlong,A. ed., Routledge, 2009 

『（学校から仕事へ）の変容と若者たち→固人化・アイデンティティ・コミュ

ニティ』（単著）、青木書店、 2010

『再検討教育機会の平等』（共著）「学校から仕事への移行変容新たな不

平等構造の出現と『移行期』の学習保障一j、岩波書店、2011

『持続可能な包摂型社会への生涯学習一政策と実践の日英韓比較研究』（共著）

「ポスト産業社会イギリスにおける若者の移行過程変容と若年支援政策」

（共著）、大月書店、 2011
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『若者が働きはじめるとき一仕事、仲間、そして社会一』（単著）、日本図書

センタ一、 2012

『高卒5年、どう生き、これからどう生きるのか一若者たちが今（大人にな

る）とは』（編著）、大月書店、 2013

『新しい高校教育をつくる一高校生のためにできること』（共著）「高校中退

調査から見えてきたもの」、新日本出版社、 2014

『高校・大学から仕事への トランジション一変容する能力・アイデンティテ

ィと教育』（共著）「後期近代における（学校から仕事への移行）とアイデ

ンティティ 『媒介的コミュニティ』の課題 」、ナカニシヤ出版、2014

【論文】

「エリクソンの青年期のとらえ方とアイデンティティー青年期教育研究の方

法論に関する一考察一」（修士学位論文）東京大学大学院教育学研究科、1977

「高校生の進路選択をめぐる意識と能力主義」『教育』臨時増刊号、国土社、

1978 

「現代教育における『能力主義』の性格と役割をめぐって」『東京大学教育学

部教育史教育哲学研究室紀要』 5号、 1979

「現代の青年期と人格発達 アイデンティティ試論」『教育学研究』47巻3

号、日本教育学会、 1980

「高校生の人格発達と生活綴り方の課題」『教育実践』 28号、民衆社、 1980

「高校教育で自己形成主体をどう育てるか」『教育』 397号、国土社、 1981

「1950年代の生活記録運動と青年のアイデンティティ一戦後日本社会にお

ける青年の自己形成と人間像一」『東京大学教育学部紀要』 21巻、東京大

学教育学部、 1982

「社会的分業・物象化・アイデンティティー研究ノートー」『東京大学教育学

部教育史教育哲学研究室紀要』 8号、 1982
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「青年の進路選択と現代の労働・社会・学校（上）J『教育』 418号、国土社、

1982 

「青年の進路選択と現代の労働・社会・学校（下）」『教育』 421号、国土社、

1983 

「職業選択の大衆化と職業観一高度経済成長初期農村青年の経済意識の展開

から一上一J『東京大学教育学部紀要』23号、東京大学教育学部、 1983

「青年の自立と孤独J『高校生活指導』、明治図書、 1983

「人間の教育としての職業教育J『教育』 430号、国土社、 1983

「職業選択の大衆化と職業観一高度成長初期農村青年の経済意識の展開から

-J『東京大学教育学部紀要』 23巻、東京大学教育学部、 1984

「思春期・青年期の発達課題と学校の役割」『教育』 437号、国土社、 1984

「青年期の自我発達と授業のリアリティJ『高校生活指導』、明治図書、 1985

「『中・高校生の学習と生活・進路選択に関する意識調査』の分析J（共著）、

『国民教育』 64号、労働旬報社、 1985

「『個性重視の原則』と臨教審の日本社会像・人間像J『教育』臨時増刊号、

国土社、 1985

「予備校生の進路選択に関する調査」（共著）、『大学進学研究』 42号、大学

進学研究会、 1986

「1970年代後半以降の青年の進路状況について一研究ノートJ『法政大学文

学部紀要』 32号、法政大学文学部、 1986

「大学入試制度と青年の進路選択一予備校生の意識調査を中心に－J『教育改

革と教育学研究3』、日本教育学会教育制度研究委員会、 1986

「思春期の人間関係・ 仲間関係といじめJ、日本教育方法学会編『教育方法

15』、明治図書、 1986

「学校と労働市場をめぐる今日的矛盾」『教育』臨時増刊号、国土社、 1987

「大学生の進路選択に関する意識調査」（共著）、『大学進学研究』46号、大
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学進学研究会、 1988

「『私立文科系大学』学生の進路意識の考察」『法政大学文学部紀要』 34号、

法政大学文学部、 1989

「国民生活にとっての『制度としての学校』」『高校生活指導』 100号、明治

図書、 1989

「高校教育の『現代的構造』の解体と『学校の日常Jの再生」『高校生活指導』

105号、明治図書、 1990

「不登校・高校中退と学校の競争構造」、日本教育方法学会編『教育方法20』、

明治図書、 1991

「揺れる自立へのパースベクティブーイギリスの若者たちをとりまく困難」

『高校生活指導』 111号、明治図書、 1992

「義務教育後の教育・ 訓練制度改革をめぐって」『高校生活指導』 112号、明

治図書、 1992

「イギリスの中等学校の授業」『高校のひろば』 5号、労働旬報社、 1992

「現代日本の『企業社会』と高校教育の課題」『未来をひらく教育』91号、

全国民主主義教育研究会、 1993

「安城学園高校の教育改革」『教育』 560号、国土社、 1993

「『普通科』の分裂・解体と『高校像』形成の新たな課題」『高校のひろば』 8

号、労働旬報社、 1993

“The Competitive Structure of School and the Labour Market : Japan and 

Britain”， British Journal of Sociology of Education, Vol. 14 No. 3, 1993 

「『業者テスト追放』」後の教育争奪戦と高校づくり」『教育』571号、国土社、

1994 

「『一元的能力主義』jを異化する一つの視座」『生活指導』、明治図書、 1994

「競争の社会的再編と地域」（共著）、『人間と教育』 4号、民主教育研究所、

1994 
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「く学校〉く労働市場〉聞の日本的接続と日本型大衆社会」『日本労働社会学学会

年報』第7号、 1996

「清輝くんの事件と思春期発達」『教育』 617号、国土社、 1997

「『新自由主義改革』攻勢に対抗する教育運動にとっての若干の課題」『高校

のひろば』 25号、旬報社、 1997

「新自由主義『改革』の現段階」『教育』 624号、国土社、 1998

「教諜審答申の描く高校像と高校教育『ダンピング』」『高校のひろば』30号、

旬報社、 1998

「若者たちの “学校から社会へ”を支える公共システムーイギリスの場合」

『高校生活指導』 140号、青木書店、 1999

“The Participation of Students, Parents, and the Comuni tiy in Promoting 

School Autonomy. case studies in Japan" （共著）, Jnternatio刀alStudies 

in Sociology of Education, Vol. 9, No3, 1999 

「新自由主義・協同・生活指導J、日本生活指導学会『生活指導研究』 16号、

エイデ、ル研究所、 1999

「『戦後的青年期』の解体」『教育』 650号、国土社、 2000

「高卒無業者・フリーターの発生要因と社会的性格近年の諸調査の批判的

検討を通して J『＜教育と社会＞研究』 （一橋大学教育と社会研究会） 11 

号、 2001

「社会構造変容と教育一『教育改革』と教育学J『日本の科学者』 36巻 10号

(405）、日本科学者会議、 2001

「『戦後日本型青年期』とその解体・再編一『学校から仕事へ』の移行過程の

変容を中心に一J『ポリティーク』3号、旬報社、 2002

「変わる若者の生活環境とライフスタイノレー『戦後型青年期』の解体・再編

と若者たちのなかの困難一」『生活経営学研究』 37号、日本家政学会生活

経営学部会、 2002
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「東京の『教育改革』の現段階その『危機』と矛盾」『教育』 679号、国土

宇土、 2002 

“Restructuring Youth:Recent Problems of Japanese Youth and its 

Contextual Origin”，Jour.刀alof Youth Studies, Vol. 6, No. 2, 2003 

「『企業社会』の揺らぎと学校 90年代以降の学校と雇用の接続関係変容の

性格と課題」『学校教育研究』 18号、日本学校教育学会、 2003

「『世界都市』東京における若者の（学校から雇用へ〉の移行過程に関する研

究」（共著）、『教育科学研究』第20号、東京都立大学教育学研究室、2003

「東京都の教育改革一分権改革下における教育と教育行政の専門性・自律性

をめぐって一」『教育学研究』第71巻1号、日本教育学会、 2004

「石原『教育改革』の性格と課題」『ポリティーク』 8巻、旬報社、2004

「東京都の教育『改革』と都立四大学『改革』」『高校のひろば』52号、旬報

ネ土、 2004 

「“高校卒業1年目”を生きぬく若者たちJ（共著）、『人文学報』第359号、

東京都立大学人文学部、 2005

“Why Freeter and NEET are Misunderstood: Recognizing the New Precarious 

Conditions of Japanese Youth”，Social work & Society, Vol. 3, No. 2, 2005 

「青年期ルネッサンス？一一若者・青年期研究をめぐる今日の問題点と課題J『人

文学報』 370号、首都大学東京都市教養学部人文 ・社会系／東京都立大学

人文学部、 2006

「明日を模索する若者たち ：高卒3年目の分岐一 『世界都市』 東京における

若者の（学校から雇用へ）の移行過程に関する研究班 J （共著）、『教育科

学研究』 22号、首都大学東京都市教養学部人文・社会系／東京都立大学人

文学部教育学研究室、 2007

「若者の社会参加をめぐる二重の困難一労働市場の困難と『生きる展望』を

めぐる困難 」『教育』 739号、国土社、 2007
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「進路指導から外れる若者たちの社会への渡り一若者たちのもつネットワー

クの意味と役割 J『高校生活指導』 172号、青木書店、 2007

「不安定化する若者と生活指導の課題一不安定・危機の共通性と多様性一」、

日本生活指導学会『生活指導研究』 24号、エイデ、ノレ研究所、 2007

r’The Only Future Certainty is that I' 11 Still be Speaking to her"; Social 

Capital/Network for the Transition od Disadvantaged Young People （共

著）, Educational Studies in Japan; International Yearbook, No. 2, 2007 

「不安定化する若者をめぐる状況の性格と日本の特徴失業・非正規雇用と

労働市場規制一」『教育科学研究』 23号、首都大学東京都市教養学部人文・

社会系／東京都立大学人文学部教育学研究室、 2008

「大学生の就職活動のインタビ、ュ一分析」（共著）、『人文学報』 396号、首都

大学東京都市教養学部人文・社会系／東京都立大学人文学部、 2008

「（学校から仕事へ）の移行過程軌跡の検討J、若者の教育とキャリア形成に

関する研究会編『「若者の教育とキャリア形成に関する調査J2007年第1

回調査結果報告書』、 2009

「『新時代』を働き・生きる若者たち ：高卒5年目の人生経路一「世界都市」

東京における若者たちの（学校から雇用へ）の移行過程に関する研究N一」

（共著）、『教育科学研究』 24号、首都大学東京都市教養学部人文・社会系

／東京都立大学人文学部教育学研究室、 2009

f教育における市場主義の問題教育パウチャー・学校選択制の政策言説と

現実一」『批判的教育学と公教育の再生』、明石書店、 2009

「不安定を生きる若者たちの生きづらさと高校時代の友人ネットワーク」

『高校生活指導』 182号、青木書店、 2009

「教育とキャリア形成に関する調査の目的と 2年目調査までの概要」、若者の

教育とキャリア形成に関する研究会編『「若者の教育とキャリア形成に関す

る調査」 2008年第2回調査結果報告書』、 2010
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「『後期近代』という時代の若者たち アイデンティティと『生きづらさ』」

『教育』 779号、国土社、 2010

「自己コントロール感をめぐる日英比較J、若者の教育とキャリア形成に関す

る研究会編『「若者の教育とキャリア形成に関する調査」2009年第3回調

査結果報告書』、 2011

“Accounting for the early labour market d巴stinationsof 19/20 year-olds 

rn England and Wales and Japan" （共著）, Journal of Youth Studies, Vol. 

15, No. 1, pp. 1 15. , 2012 

「高等教育の大衆化時代における『新たな不平等』 日英の若者移行調査比

較からJ（共著）、若者の教育とキャリア形成に関する研究会編『「若者の教
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